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書評

　今回，医学書院から『コミュニ

ケーションスキル・トレーニング

―患者満足度と効果的な診療のた

めに』が発刊されることとなった。

編集者の松村真司，箕輪良行の両

氏をはじめ，本書の執筆に当たら

れた方々は，従来からコミュニ

ケーションスキル・患者満足度訓

練（CST）コースを開発し，かつ

具体的に実施されてこられた方々

であり，現在 CST コースを定期的

に開催しておられる。本書はこれ

らの人たちによって CST コース

のテキストとして利用することを

想定して編集されたものであり，

その内容は「コミュニケーション

スキルと患者満足度」，「患者に選

ばれるために必要なコミュニケー

ションスキルとは」，「コミュニ

ケーションスキルの実際」，「コ

ミュニケーションスキル・トレー

ニングの実際」，の 4 章から成り

立っており，医師が患者と良好な

コミュニケーションを持つのに必

要なさまざまな調査のデータ，具

体的な表現法，ノウハウ等が詳細

に示されている。また，模擬患者

のシナリオ，CST の実際について

例示されているのも本書の特徴の 

1 つである。

　私が現在勤務している自治医科

大学には UCLA で長年教鞭をとら

れ，2007 年 4 月から常勤の教授と

して学生の教育に当たっておられ

るアメリカ人の方，米国の病院で 

8 年以上働いた後，本学に来られ

た准教授の方等がおられるが，こ

れらの教員が異口同音に言われる

ことは，日本の医学教育の中で最

も欠けているのはコミュニケー

ションの技術と理学的所見を正確

にとる技術の 2 つであるというこ

とである。特に前者のコミュニケー

ション技術に関しては，欧米では

小学生の時代から訓練を受けてい

るとのことであり，コミュニケー

ションに関する教育を大学入学前

に受けたことがないわが国の医学

生や臨床研修医が，目前の患者と

のコミュニケーションを保つのに

苦労するのは当然の結果とも言え

るであろう。しかしコミュニケー

ションの能力が医師にとって最も

重要な能力の 1 つであることは疑

いの余地がない。患者からの不満

の中でいちばん多いのは，医師が

十分に言うことをよく聞いてくれ

ないということである。この様な

不満が出るのは医師が忙し過ぎる

だけでなく，本来持っているべき

患者とのコミュニケーションの技

術を医師が身に付けていないこと

も関係していると考えられる。

　一人でも多くの医師が本書を参

考にされて患者と良好なコミュニ

ケーションがとれるようになるこ

とを希望して本書の推薦の締めく

くりの言葉としたい。
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